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本校は、２００９年に西日本初の国際バカロレア（ＩＢ）ＤＰ認定を受けた一条校で、生徒はグローバ
ル社会のリーダーを目指し、学内外で様々な活動に取り組みます。
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《英語版》平和公園で平和都市広島紹介パンフレット配布

毎年恒例となっている、平和公園で中学生が作成
したパンフレットを海外からの観光客へ配布する
ボランティアを、今年も行いました。参加者は複
数人でグループを組み、平和公園内を歩き、出会
った外国人の方々にパンフレットを渡していきま
す。もちろんただ渡すだけではなく、出身国、滞
在期間、広島について等、様々なお話をし、最後
に一緒に写真を撮ってもらいます。パンフレット
があっという間になくなったので、その後は、折
り鶴の折り方を説明して回ることにしました。話
しかける際、初めは多少の緊張があったようです
が、徐々に慣れていき会話を楽しむことができま
した。見知らぬ海外の方に、「広島」を知っても
らうために、積極的に英語を使ってコミュニケー
ションを図るこの活動は、校内ではできないもの
であり、貴重な経験になりました。

新校舎の玄関ロビーにて
タイトル

「匿名の地平線-Ver Blue-」

生徒会長の大島さんから

中島さんへの感謝の手紙より
（一部抜粋）

この度は、私たちにこのよ
うな美しい絵画に触れるチャ
ンスをいただき厚くお礼申し
上げます。

ひとつひとつの繊細な筆致
と色使いは、確かに筆によっ
て描かれたもので、写真では
なく絵画であることの意味を
考えさせられました。
「匿名の地平線」という作品
タイトルも興味深いです。実
は「Horizon」という場所へは
私たちがどこまで前進しても
決して到達することはできま
せん。それは、新たな目標を
掲げては前進し続ける私たち
の目の前に永遠に広がる景色
なのでしょうか。また、水平
線の向こうには大陸も存在し
ます。世界中に活躍できる場
所を見つけようとしている私
たちは、この「水平線」の向
こうに「未来」も感じること
ができます。
私たちは、毎朝登校時にこ

の絵画を見て、自分たちの「
未来」を感じながら一層精進
して参ります。

画家 中島 健太氏 来校

写真左から
画家
中島 健太さん
生徒会長
大島みずきさん

１Fロビーに、左

の写真のような縦
2メートルを越え

る大きな絵画が寄
贈されました。こ
の度、この作品の
作者である中島健
太氏が来校され、
お話を伺う機会に
恵まれました。絵
画は、遠く水平線
の向こうに入道雲
を配しながらも、
どこか夏の終わり
を感じさせるよう
な、砂浜から臨む
海の景色が描かれ
ています。中島さ
んからは「若い感
性を持った生徒の
皆さんに、自分な
りの受け止め方を
して欲しい」とい
うお言葉をいただ
きました。

インドからの団体ツアー客の人たちと
記念撮影



青年海外協力隊で活躍されている片山美弥さんの講演会
があり、中学3年生に派遣先のキルギスと協力隊での活
動内容をお話して頂きました。英語圏ではなく、キルギ
ス語やロシア語が公用語として使われている現地での経
験は留学を経験した生徒にとっても新鮮なものだったよ
うです。「世界で活動する時には、自分の考えだけでな
く、それぞれの場所での考え方や常識を知り、それに適
応して行動することが大事なのだと気付けた」という生
徒の声もありました。今後の自分たちの将来を考える上
で、大変良い経験になりました。

日本航空（JAL）パイロットの佐伯俊輔さんにご
来校頂き、中学1年～3年生までの生徒へパイロッ
トというお仕事について、また、将来の夢に関し
て講演をして頂きました。普段知り得ないコック
ピットからの風景や飛行機の仕組み、どのように
してパイロットになるかなど、講演中のお話だけ
でなく質疑応答の時間も大変盛り上がりました。
女性パイロットもいらっしゃるという話を聞き、
女子生徒も将来の選択肢が広がったようです。英
語を日常的に使う職業と聞き、英語学習に対する
モチベーションが上がりました。

《ＪＩＣＡ》海外青年協力隊（キルギス派遣）の方の講演

得意のジャグリングをしな
がらの登場に、会場が沸き
ました。今回は、「真の国
際人になるためには」とい
うテーマで講演していただ
きました。望ましい「国際
人」の資質として、「寛容
」というキーワードを用い
られていました。昨今の「
国際人＝英語ができる人」
という構図に疑問を抱き、
真の国際人とは、異なる言
語、習慣、宗教をもつ人に
対して、恐怖や偏見を抱か
ず、心を開く人だとお話さ
れました。

《ＰＴＡ有識者講演会》 ピーター・フランクル氏 来校

片山さんのプレゼンテーション

質問する生徒
ご講演いただいた佐伯さん

講演後、生徒たちはキルギスについてリサーチし発表しました。

キルギスからの折鶴を
広島の平和公園へ

また、コミュニケーションで大切なのは、「聞く」ことであると語られまし
た。聞くことは、自分と経験や物の見方を異にする人の考え方、感じ方を知
ることであり、それが人生を豊かにする糧になると言われていました。これ
は、AICJの求めるLearner Profile(理想の学習者像）の中のOpen-minded
（心を開く人）とCommunicators（コミュニケーションができる人）と重
なるものでした。

日本航空《ＪＡＬ》パイロットの方の講演


